
平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。㈱キシオカの岸岡です。 

暑さが日ごとに増してまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、㈱キシオカでは、いつでもリモデルについてのご相談を承っております。 

小さな修理から大規模改修まで、お住まいについてのお悩みや疑問などがありましたら、 

お気軽にお問い合わせください。 
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秩父郡横瀬町大字横瀬７６５ 

Tel.0494-22-4703 Fax.0494-22-4708 
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-----おまかせください！あなたの家の水まわり----- 
明治末期に鍛冶屋として事業を始めてから現在に至るまで、安定した技術で設備工事 
や鉄骨工事など様々なお客様のご要望にお応えしてまいりました。 

また、上・下水道など「水廻り」の工事や水廻り商品の販売・ご提案では、多くの地域の 

皆様方より好評をいただいております。 

社員一同、日々研究を重ねながら技術向上に励んでおります。 
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長年使用し段差、老朽化

が気になるユニットバスを 
 

浴室内のみのリフォーム

を短期間で施工。 

はるか昔の水まわり 
BC14000-AD1600年頃 縄文～弥生時代 川屋  

川や湖の上に架け渡した桟橋から用を足していたと考えら
れています。このような構造のトイレを「川屋」と呼ぶことが、
「厠」の語源になったという説があります。 

奈良～平安時代 樋箱  

貴族の間では「樋箱」と呼ばれるおまる式の便器が使われました。

十二単を着て使うのは大変なため、長い裾を掛けるT字型や、鳥

居型の支えを設置。女性は着物の中に樋箱を入れて、しゃがみこ

んで排せつしていました。 

奈良～平安時代 石風呂 
石窟の中で枯れ葉を焚き、熱した床にむしろを敷き詰
めます。その上に海水を撒いて洞内に蒸気を起こし、
汗を流していたようです。 

奈良～鎌倉時代 施浴 

蒸気浴は、衛生のためではなく、健康増進や治療効果を期待したもの

でした。 施浴は「ほどこしよく」ともいわれ、貧者への慈善事業として寺

院の浴堂で行われました。入浴治療で有名な法華寺の「から風呂」では、

光明皇后が1,000人の貧者の垢を落としたとの言い伝えがあります。 

縄文～弥生時代 炉 
この時代の人が住んでいた竪穴式住居の真ん中には、「炉」
があり、そこで魚介類や小豆、栗などの煮炊きを行い、高坏に
盛って食べていたようです。弥生時代になるとお米も炊くように
なりました。 

古墳時代～ かまど 
古墳時代頃から、建物内にかまどが設けられるようになりました。
石や粘土などの材料で火を覆う囲いを作り、その上に鍋や釜を
置いて煮炊きをしました。 


